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o
H
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u
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v
e
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i
t
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s

 

の
邦
訳
の
一
巻

で
、
.浩
游
な
■一
 

冊
本
と
レ
て
刊
行
さ
れ
て
い
.る
原
書
，
 

を
七
分
册
に
わ
けV

訳
出
す
る
も
の
の
ぅ
ち
、
そ
の 

第
六
分
'.
#
に
あ
：た
づ
て
い
る
：o
赛
者
の
為
摩
や
本
書 

の
位
蹬
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
に
も
著
名
で
あ
る
か 

ら
、
こ
こ
で
は
-
切
記
さ
な
い
:0
.
.

，さ
て
ヒ
の
巻
が
力
パ
I
し
て
い
る
内
容
は
、

5

 

の
第
七
韋
：

「

均
衡
分
析」

と
第
<
章「

貨
幣
、
信
用 

お
ょ
び
循
環」

で
、
大
ま
か
に
い
え
ば
、
限
界
主
義 

.経
済
学
の
誕
生
，か
ら
第
一
次
世
#
大
戦
の
勃
^
に
い 

た
.る
.
.ま
で
の
時
期
の
、：
.価
値=

価
格
..理
論
な
ら
び
へ
：に
.：
 

货
很
理
論
、
景
気
顧
環
理
論
の
状
態
を
と
り
扱
.ぅ
と
へ 

と
をm

的
と
し
て
.い
：る
。：.
第1

次
大
戦
後
の
停
滞
の
. 

の
ち
に
、
経
済
理
論
の
流
れ
が
ふ
た
た
び
活
力
を
職 

り
か
え
し
た
の
は
、

ー
：九
三
〇
年
代
以
降
の
こ
と
だ
：
 

あ
る
か
ら
、
そ
の
点
で
は
本
書
は
、近
代
学
説
史
に
.

g
.

す
る
い
ま一.

つ

の

好

著

W
V
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&
C
H
S
O
n
,
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这，1
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と
ほ
’ほ
対
象
領
域
を
共
通
に
す
る
も
の

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ケ
ィ
ン

.

X
M

、«:
!:

入
し

た
新
成
分
を
：別
と

す
れ
ば
.、

瑰

代

の

経

済

^

論
 

舛

な

；
お

多

く

，
の

、
王

耍

な

成

分

を

ヒ

.

の
時
期
；の
遗
産
：に
，
 

負
:^
て
お
り
、
じ
た
が
っ
て
本
書
.
は

、
■
.靡

史

的

な

跡
 

づ
け
の
.た
め
；ば
：：か
ヴ
で
/£
.く
、
.規
在
生
き
；て
'い
る
共
：
 

通
地
盤
の
理
解
の
た
-め
に
も
最
良
.：
の

ガ

ィ

ド

•
'
ブ
ッ 

ク

と

い

う

と

と

.：
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

'な
か
ん
ず
く
一「

均
衡
分
析」

.
'の
"
草

は

、
''
'
本

書

中

で 

も
白
氣
篇
で
、.
い
ま
ま
：で
展
開
さ
れ
て
き
：た
分
析
の 

系
譜
は
、
と
こ
に
い
た
っ
て一

つ
のc

u
l
m
i
n
a
t
i
o
n

 

に
逮
す
る
か
の
観
が
あ
る
。
そ
の
付
録
に
収
め
ら
れ 

て
い
.
.る
^;
用
.理
論
.の
.
.ノ.丨
ト
を
_
み
：、
、ま
.た
.求
尾
.の
/ 

.生
鹿
面
数
の
議
論
令
読
ん
で
、
.：市
場
均
衡
の(

決
定
上
，
 

安
定
バ
著
者
の
レ
知
ゆ
る
経
.麻
理
論
の
マ
グ
チ
.
.,:
^; 

ル
タ〕

の
議
論
に
い
た
る
な
ら
ば
、
？
そ
れ
は
ま
た
^
: 

れ
で
値
の
自
足
し
た
均
衡
理
論
の
：入
.門
書
と
し
て 

役
立
：ち
.
K:?
,
%'
:の
：で
あ
る
。
 

'
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わ
.り
I
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の
卷
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そ
ぅ
ぃ
ぅ
：近
代
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済
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-形
成
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，.へ.
.の
手
弓
き
.と
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'
 

て
読
.む
，..
読
者
の
Vた
.め
，
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わ
け
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A
)

の
邦
訳
で
あ 

る
0
今
日
、
国
民
所
得
に
お
.い
て
前
年
比
三
四
％
増 

に
.示
さ
.：れ
る
中
国
経
済
.の
い
わ
.ゆ
る
'「

大
躍
進」

は 

全
世
.界
，.の
強
い
：関
心
を
集
；め
て
お
り
、
広
く
経
済
学 

的
分
析
の
対
象
と
な
：つ
て
い
る
。-'
筆
者
は
批
判
的
立 

場
に
.立
ち
多
数
の
公
.式
.統
計
を
組
合
せ
検
討
す
る
こ 

と
_か
ら
第
1
饮
五
.ヵ
年
計
画
ハ1

九
五
五
年
七
月
第 

一
期
人
既
代
表
大
会
第
二
回
会
議
採
択y

を
経
済
成 

長
の
.理
論
的
手
.法
.を
も
つ
て
分
析
し
ょ

ぅ

と

す

る
。
 

人
民
公
社
形
成
以
後
の
変
化
は
時
期
的
に
考
察
に
入 

っ
て
お

ら

，

ず

、

従

？
て
ぞ
の
結
論
は
間
題
を
含
ん
で

い
る
が
、
資
料
の
駆
使
は
広
範
即
で
ア
メ
リ
カ
に

お 

け
る「

中
共」

.研
究
の
代
表
的
箸
作
と
い
ぅ
こ
と
が 

出
来
よ
ヶ
。
：
'

第1

章
で
は
第
一
.次
五
力
年
計
画
の
出
発
点
と
な 

る
.一
九
五
T
.
.
i
年
を
成
長
率
を
测
定
.す
る
基
準
と
し
て 

妥
当
で
ぁ
る
.か
と
い
ぅ
検
討
か
ら
経
済
の
社
会
化
過 

程
を
商
品
市
場
と
要
素
市
場
に
お
け
る
国
家
統
制
心
彳 

の
様
態
と
し
て
.考
察
す
.る
。
第
二
章m

業
の
発
展」 

で
は
政
脚
発
表
の
公
式
資
料
数
字
作
成
の
基
礎
に
多 

分
の
疑
念
を
は
さ
み
つ
つ
、
.工
業
化
の
速
度
、
生
産 

財h

業
の
消
費
財
工
業
に
対
す
る
位
置
を
論
ず
る
。

第
三
章「

農
業
の
発
屉」

セ
は「

統
計
技
術
的
理
由」 

か
ら
、「

純
生
靡
額
に
よ
っ
て
訃
算
し
た
農
業
仝
体
の 

年
成
長
率
四
•
八
％

、
'さ
ら
に
糧
穀
生
産
量
の
年
成 

長
率
四
.
三
％
を
高
す
ぎ
る
と
し
て
.否
定」

し
、「

第 

一
次
五
力
年
訃
國
期
に
お
け

る
食
糧
生
產
の

年
平
均 

増
加
率
は
人
口
の
_自
然
増
加
率
に
ほ
ぼ
等
し
く
、
.若 

干
そ
れ
を
上
回
っ
た
亿
す
ぎ
；な
い」

と
結
論
さ
れ 

る
。
第
四
章「

国
民
生
庫
の
梆
造
と
成
長」

は
本
書 

の
中
軸
で
ぁ
り
、
中
国
政
府
国
家
統
計
局
の
採
用
し 

た
国
民
所
得
概
念
の
榆
訝
を
通
じ
て
-#
坐
産
部
門
の
、 

総
生
麻
額
お

よ
び
M
.

砠

鹿

颔

が

具
#;
的

に

項目

別
に 

考
察
さ
れ
、国
民
純
生
鹿
の
乎
均
増
加
率
八
.七
％
が
' 

「

決
定
的
に
否
定J

さ
れ
る
。
：第
五
章
純
資
本
形
成
ノ 

第
一
節
純
資
本
形
成
、
奢
橫
、〖

お
.よ
び
塞
本
建
設
投
：

:
新

刊

':

.紹
：
介

.

.
て

資
。
.以
下
ィ
ン
ド
の
第
.一
次
計
圃
垒
五
力
年
に
お
ぃ 

て
六
％

だ
つ
た
平
均
資
本
形
成
率
は
中
国
で
は
.一
 

.
 

一
％
で
あ
つ
た
が
、「

歪
曲
的
耍
因」

の
作
用
を
.考
慮 

に
い
れ
れ
ば
政
府
デ

ー

タ

の
国
民
生
産
の
.年
平
均
增 

加
率
が
過
大
で
あ
る

と

と
が
；「

確
証
：さ
れ
る

」

と
い 

ぅ
結
論
が
導
か
れ
る
。
第
六
章「

国
内
に
お
，け
る
'資 

金
調
達」

で
は
®
家
.の
投
資
計
画
贊
金
の

機
構
を
、

第
七
章「

外
国
か
ら
の
資
金
調
逮
と
輸
出
強
行
政
策
1-
-
.
. 

で
は
ソ
ビ
.H

ト
と
の
経
済
借
款
及
び
対
外
貿
易
の
位 

置
.を
取
上
げ
、.
.第
八
.章

「

成
長
を
左
右
す
る
戦
■略
的
.
. 

.要
素」

：
で
将
来
を
.展
望
す
る
。
因
み
に
駅
.者
は
共
に 

防
衛
庁
#
修
所
所
員
で
：あ
る
。

(

時
事
通
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:A 
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野
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氺 

氺

ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
版 

山
本
正
美
、
小
野
義
彥
訳

V:『

日
.

卒

：
現V

.

代

史

』

.本
書
は
昨
年
来
日
し
f
i 
I
ハ
氏
を
始
め
ソ
述
. 

邦
科
学
ァ
ヵ
：デ
ミ
丨
東
洋
学
研
究
所
、の
白
本
.問
題
研 

究
者
四
人
の
共
同
労
作
で
あ
る
。
取
■扱
っ
て

い
る
時 

期
は
第
一
次
大
戦
直
後
か
ら
.一
九
a：
-
六
亦
ま
で
：の
文 

字
通
.り
一
一
十
世
紀
の
現
れ
で
あ
る
。
外
国
入
ザ
あ

»)
/
、 

マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
あ
.る
著
者
逮
が
日
本
の
現
代
史
一

_を
ど
の
.よ
う
に
み
て
：い
る
.の
か
を
知
る
意
.，味
で
は
た
. 

し
か
に
興
味
深
く
読
か
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
第 

• 
ニ
次
大
戦
前
に
つ
い
て
は〔
世
界
資
本
主
義
の
発
展 

と
そ
の
中
で
の
日
本
の
位
黴
と
い
う
国
際
的
視
点
か 

■
ら
日
本
の
歴
史
の
推
移
を
み
て
い
る
点
に
注EE

す
ベ 

.き
点
が
あ
ろ
うo

だ

か

ら「

資
本
主
義
、の
一
時
的
な 

.部
分
的
安
定
の
傲
年
：に
お
け
る
日
本」
と
か「

世
界 

経
済
恐
慌
と
極
東
に
お
け
る
戦
：争
開
始
時
代
の
日 

本」

と
い
っ
た
テ

I
マ
の
下
に
記
述
が
進
め
ら
.れ
て 

い
る
。
そ
し
て
戦
前
の
.日
本
を
.

「

軍
事
的
封
建
的
帝 

:

屆
主
義」

；

と
い
.う
'規
定
の
曲
解
か
ら
資
本
主
義
社
会 

.と
し
て
明
確
に
つ
か
む
こ
と
の
出
来
ぬ
日
本
の
マ
ル 

ク
，ス
主
義
者
と
比
べ
、

.

.

.
天
皇
制
フ.ナ
シ
ズ
ム
の
下
に

. 

お
け
る
日
本
P
自
資
本
の
積
極
的
役
割
を
み
と
め
る 

点
な
ど
.も
大
い
に
：注
目
す
る
必
耍
は
あ
ろ
うC 

し
か
し
な
が
ら
こ
の
著
作
の
.致
命
的
欠
点
は
、
ソ 

述
及
.び
日
本
共
產
党
の
.戦
前
、
戦
後
の
運
動
を
全
く 

絶
対
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
第
—一
次 

大
戦
が
何
故
発
生
せ
ざ
る
を
.え
な
が
っ
た
か
と
い
う 

問
題
が
、
■■
単
純
に
社
会
民
主
、
-$
双
者
の
裳
切
り
と
か 

資
本
主
義
の
必
然
的
傾
向
'と
い
う
と
と
で
説
明
さ 

れ
、：
真
に
料
学
的
な
解
.明
が
お
こ
な
わ
れ
'て
い
な
い 

の
で
あ
る
0
\
v九ー
*
0牟
代
の
ソ
連
外
交
政
策
が
レ
. 

I 
土 

.ン

.■の
世
界
.革
命
：を
，中
心
に.す
え
た
そ
れ
か
：ら
、

,ス
タ
I
リ
ゾ
<0
,
ソ
罾
—*
11
1
の
社
会
ま
^
の
固
定
化
を

- 

■
. 

. 
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